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21年(1888)に 完成 した明治宮殿(皇 居宮殿)が 第2次 世界
大戦下の空襲で焼失 した後、天皇が国家の象徴として位置づ
けられることとなった日本国憲法下で建造されたもので、昭

















緯 とともに意匠的な特徴の分析 を行ってお り(山 崎鯛介
2003他)、 宮内省内匠寮に関しての活動もまとめられている
(皇室建築2005)。 これらの成果をもとに、宮殿における「公」























の常御座所が完成 し、同14年 には賓客接待の場 として御会
食所が木造で建設された。
赤坂仮皇居に先行する西ノ丸皇居では、新年朝賀などが大
広間(江 戸城時代の旧大広間)や 正殿(旧 白書院)、小御所
(旧御休息問)で 行われた。床が絨毯敷きに改められて暖炉
やガラス障子が導入されるなど、洋式の朝儀の導入に合わせ
た改変が行われたとい う(山 崎鯛介2005)。 ただし基本構成
は江戸城御殿として建造された旧建物を踏襲している。また
外国賓客の宿泊や接待の饗宴では、幕末に浜御殿の西洋館 と













明治14年 に完成 した御会食所は[図2]、 梁間28.35尺 、
桁行112.2尺 の建物で、外回りの建具は黒漆塗の格子舞良戸、
内法や蟻壁に長押を廻 し格天井とする。内外装の構成の基本















































































主たる施設として正殿(謁 見所)と 豊明殿(饗 宴所)が 建て
られている[図4]。 謁見所は西欧における Reception Ha11、






























































されることとなったという(山 崎2003他)。 結果 として天
井高さは正殿(謁 見所)で7メ ー トル近く(22.92尺)、 豊
明殿(饗 宴所)で7.2メ ー トル(23.89尺)に 及んだ。書院
造で最高の形式といえる二重折上げ格天井を採用 した二条



















































(溝口1996)。 復古様式を採用 した近世内裏(御 所)で は平
安宮が宮殿建築の古典として認識 されて、江戸城西ノ丸に新
たに建設 された明治宮殿は、この近世内裏が参照されるべき
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存在 となった。時代的に大きく異なっていても平安宮と明治
宮殿は建築的に無関係な存在ではない。さらに上述のように

































日本における6世 紀から9世 紀の賓礼の動向を分析 した
田島公によれば(田 島公1985)、 参照すべき中国の賓礼は、
元日拝賀など暦 日の嘉礼と重ねて挙行される場合が多く、唐


















る。つま り嘉礼、賓礼 と宮殿の 「公」の領域は密接に関係 し
ているのであり、嘉礼、賓礼が道具立てとして王権を可視化














大明宮含元殿 と類似 した第1次 大極殿前面の龍尾道の構成
も導入されたと考えられる。
天平勝宝4年(752)に 派遣 された遣唐使副使の大伴古麻
呂は、翌年(唐 天宝十二載)元 日に長安城蓬莱宮(大 明宮)
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